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演
目
「
 神
子
舞
 」
か
ら
ス
タ
ー

み

こ

ま

い

ト
し
、 翁
 の
面
を
被
っ
た
舞
人

お
き
な

が
五
穀
の
元
祖
（
 稲
荷
神
 ）
が

い
な
り
し
ん

 鍬
 を
以
っ
て
土
地
を
耕
す
演
目

く
わ

「
 神
明
 の
舞
」
や
天
の
鈿
女
の

し
ん
め
い

命
（
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ

ト
）
の
面
を
被
っ
た
舞
人
の
演

ず
る
「
 笹
舞
 」
と
続
き
ま
し
た
。

さ
さ
ま
い

途
中
、
休
憩
を
入
れ
て
神
楽
は

延
々
と
6
時
間
か
け
て
十
二
座

の
演
目
が
演
じ
終
わ
る
の
は
夜

　
時
ご
ろ
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
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供
十
二
座
神
楽
僑
の
白
眉
は

最
後
の
舞
の
「
 火
男
 の
舞
」
で
、

ひ
ょ
っ
と
こ

内
容
は
火
男
が
餅
を
盗
む
の
を

見
て
大
山
祇
命
（
オ
オ
ヤ
マ
ツ

ミ
ノ
ミ
コ
ト
）
が
そ
の
餅
を
取

神
楽
僑
と
も
い
わ
れ
、
社
中
の
メ

ン
バ
ー
　
人
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ

20

て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
楽
人
が

含
ま
れ
ま
す
。
演
奏
は
笛
4
人
、

太
鼓
2
人
、
全
員
が
舞
人
で
す
。

神
楽
社
中
は
昔
か
ら
代
々
氏
子
の

長
男
が
主
と
し
て
継
承
さ
れ
て
き

た
そ
う
で
す
。

　
雨
の
中
、
夕
方
4
時
か
ら
神
楽

の
始
ま
り
で
す
。
神
主
姿
の
舞
人

が
座
を
清
め
神
霊
を
招
き
迎
え
る

 地
域
が
つ
な
ぐ
伝
承
の
息
吹

　
　
　
　
　「
浦
部
の
神
楽
」

滑
「
 大
蛇
 の
舞
」
は
十
二
の
う

お

ろ

ち

ち
最
も
迫
力
が
あ
る
演
目

稲
を
刈
る
か
た
へ
の
堤
に
咲
く
葛
の
花
の
匂
へ
る
埃
ま
と
ひ
て

小
　
林
　
　
　
小
田
川
芳
子

難
病
に
失
ひ
し
も
の
多
け
れ
ど
歌
詠
む
喜
び
あ
ら
た
に
加
は
る

高
　
花
　
　
　
田
中
　
兵
作

野
分
去
り
雲
の
小
片
遠
く
見
え
つ
ゆ
草
い
ろ
の
空
に
浮
遊
す

小
倉
台
　
　
　
並
河
千
恵
子

七
年
後
に
東
京
五
輪
の
定
ま
り
て
目
標
生
る
る
わ
れ
ら
夫
婦
に

大
　
森
　
　
　
小
島
　
綾
子

日
の
光
大
西
洋
に
煌
め
き
て
中
秋
の
満
月
カ
ナ
ダ
に
て
見
る

　
小
林
大
門
下
　
品
村
　
葉
子

初
紅
葉
路
地
に
小
さ
き
大
師
さ
ま

大
　
森
　
　
　
滝
沢
　
節
子

空
は
も
う
す
じ
雲
ば
か
り
秋
深
む

小
倉
台
　
　
　
川
上
　
謙
一

木
下
の
利
根
に
芒
に
遠
筑
波

大
　
森
　
　
　
石
井
　
章
夫

秋
深
し
農
薬
白
く
 蒟
蒻
 田

こ
ん
に
ゃ
く

小
倉
台
　
　
　
田
中
孝
二
郎

コ
ス
モ
ス
の
倒
伏
せ
し
も
花
 飄
 々
ひ
ょ
う

大
　
塚
　
　
　
廣
島
　
直
之

　
浦
部
鳥
見
神
社
の
創
建
は
、
江

戸
初
期
の
1
6
4
8
年
（
慶
安
元

年
）
で
、
1
7
0
3
年
（
元
禄
　16

年
）
と
1
9
8
9
年
（
昭
和
　
年
）

63

に
再
建
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
社
の

神
楽
は
昭
和
　
年
に
は
県
指
定
無

42

形
民
族
文
化
財
に
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
毎
年
、　
月
第
3
日
曜
日
（
今

10

年
は
　
月
　
日
）
に
浦
部
神
楽
社

10

20

中
（
現
代
表
・
武
藤
輝
久
男
氏
）

に
よ
っ
て
鳥
見
神
社
の
例
大
祭
で

神
社
の
「
神
楽
殿
」
で
供
十
二
座

神
楽
僑
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
神
楽
は
神
話
を
題
材
と
し

た
　
の
演
目
が
伝
承
さ
れ
、
演
じ

12
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
供
十
二
座

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
み
な
さ
ん
は
北
総
線
の
電
車
の

長
さ
は
ど
の
く
ら
い
か
、
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。
一
両
　
m
が
正
解

18

（
ち
な
み
に
Ｊ
Ｒ
の
電
車
は
　
m
、

20

新
幹
線
は
　
m
）。
そ
し
て
、
北

25

総
線
に
乗
り
入
れ
て
い
る
京
成
線
、

都
営
地
下
鉄
浅
草
線
、
京
急
線
の

車
両
も
　
m
で
い
ず
れ
も
8
両

18

編
成
（
1
4
4
m
）
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
1
4
4
m
あ
る
電

車
が
最
大
1
5
2
両
も
収
納
可

能
な
場
所
が
印
西
牧
の
原
駅
近

く
の
国
道
4
6
4
号
脇
に
あ
る
。

外
か
ら
は
緑
地
帯
に
隠
れ
て
見

え
な
い
が
、
広
さ
に
し
て
東
京

ド
ー
ム
の
1
・
6
7
倍
も
あ
る

広
大
な
ス
ペ
ー
ス
。
こ
の
印
旛

車
両
基
地
は
、
平
成
　
年
7
月
、

12

印
旛
日
本
医
大
駅
が
開
業
し
た

時
に
西
白
井
か
ら
移
転
し
て
き

た
。
　
現
在
、
北
総
鉄
道
が
保
有
す

る
車
両
は
　
両
（
う
ち
千
葉

96

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
保
有
車
両

　
両
を
含
む
）。
こ
れ
と
乗
り

40入
れ
先
の
三
社
の
車
両
を
合
わ

せ
る
と
、
北
総
線
内
の
平
日
運

行
本
数
は
上
下
で
一
日
2
1
7

本
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
で
も

1
6
7
本
の
電
車
が
走
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
電
車
を
毎
日
安

全
に
運
行
す
る
た
め
の
車
両
基

地
で
は
、
一
日
あ
た
り
約
　
人
15

の
ス
タ
ッ
フ
が
車
両
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　
通
常
、
電
車
は
終
電
・
始
発

の
そ
れ
ぞ
れ
2
本
は
通
常
運
転

士
が
操
作
す
る
が
、
そ
れ
以
外

は
車
両
基
地
と
印
西
牧
の
原
駅

間
だ
け
の
限
定
運
転
士
が
ピ
ス

ト
ン
輸
送
す
る
。
こ
の
た
め
、

車
両
基
地
に
は
宿
泊
施
設
も
完

備
。
毎
日
、
運
行
前
に
出
庫
点

検
を
行
う
ほ
か
、
運
行
か
ら
6

日
以
内
に
は
消
耗
品
の
交
換
な

ど
を
行
う
「
列
車
検
査
」、
そ
し

て
3
カ
月
以
内
に
は
4
～
5
日

間
を
か
け
て
モ
ー
タ
ー
や
制
御

器
を
入
念
に
調
べ
る
「
月
検

査
」、
ま
た
、
車
輪
の
擦
り
減

り
を
削
正
す
る
作
業
も
　
カ
月

10

ご
と
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
4
年
ま
た
は
　
万
k
m
ま

60

り
戻
す
も
の
で
す
。
そ
の
取
り
戻

し
た
お
餅
を
神
楽
見
物
に
来
た
子

ど
も
た
ち
に
向
か
っ
て
撒
く
の
が

神
楽
最
後
の
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
社
中
の
武
藤
輝
久
男
代

表
に
よ
る
と
浦
部
神
楽
社
中
の
メ

ン
バ
ー
は
高
齢
化
し
つ
つ
あ
り
一

番
若
い
人
で
も
　
歳
台
で
、
人
材

40

育
成
の
為
に
も
若
い
人
材
を
求
め

て
い
ま
す
。

　
取
材
し
て
感
じ
た
事
は
印
西
市

に
は
鳥
見
神
社
は
　
近
く
あ
る
そ

20

う
で
す
が
供
十
二
座
神
楽
僑
の
全

て
を
演
じ
て
い
る
の
は
今
で
は
浦

部
の
鳥
見
神
社
だ
け
だ
そ
う
で
す
。

　
神
楽
の
当
日
は
台
風
接
近
中
の

大
雨
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
男
性
陣

は
テ
ン
ト
の
設
営
、
女
性
陣
も
料

理
の
炊
き
出
し
に
協
力
し
、
地
域

を
盛
り
上
げ
る
姿
に
は
、
良
き
風

習
が
残
っ
て
い
る
な
と
思
い
ま
し

た
。

で
に
行
う
「
重
要
部
検
査
」、
8
年

以
内
の
「
全
般
検
査
」
は
京
成
の

宗
吾
工
場
で
実
施
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
作
業
が
基
地
の
主
な

仕
事
だ
が
、
北
総
、
京
成
、
都
営

地
下
鉄
、
京
急
の
4
線
の
電
車
が

勢
ぞ
ろ
い
す
る
車
両
基
地
の
見
学

は
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
あ
こ
が

れ
。
そ
の
電
車
や
普
段
見
る
こ
と

が
出
来
な
い
保
守
作
業
車
な
ど
、

実
際
に
触
れ
て
感
じ
る
催
し
が
　10

月
　
日
に
行
わ
れ
、
応
募
数
約

19
3
街
5
0
0
人
か
ら
抽
選
で
選
ば

れ
た
1
1
7
組
3
4
5
人
の
親
子

が
参
加
し
た
。　
沿
線
住
民
と
の

触
れ
合
い
の
一
環
と
し
て
昨
年
も

実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

　「
安
全
」
が
命
の
公
共
交
通
網
。

そ
の
深
部
の
一
端
に
触
れ
、
改
め

て
そ
の
苦
労
・
重
要
性
を
学
ん
だ
。

■問 
北
総
鉄
道
珂
企
画
室
（
緯
0
4

7
―
4
4
5
―
1
9
0
2
）。

広報レポーター：
 岡田   
お か だ

 芳文 （平賀）
よしふみ 北総鉄道

印旛車両基地

▲広大な車両基地には何種類もの車両
が待機

▲躍動感あふれるキツネ（稲荷
神）が特徴の「神明の舞」（写真
上）と神楽殿の全景（写真下・
舞は「神子舞」）

※詳しくは市ホームページをご覧ください

掲載情報は10月31 日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

①プリンタ用詰め替えインク②プリンタ用インクカートリッチ ③犬の洋服④
船穂中学校女子制服・ジャージ⑤スキー服（女性用）⑥パンツプレス⑦インク
ジェットプリンタ用インク７色（１千円）⑧アルトサックスホン（５万円・要
相談）⑨しおん幼稚園帽子⑩千葉商科大学付属高校制服。

①ボーイスカウトカブ隊の制服②わだ幼稚園男児、園服および体操服③ロック
ミシン④大森小学校の体操服⑤印西中学校の女子用制服と運動着⑥しおん幼稚
園男児、女児用ジャージ、男児、女児用体操服（大きめサイズ希望）⑦天神幼
稚園男児、女児制服、ブラウス等⑧犬用乳母車⑨補聴器。

広報レポーター： 渡邉  
わたなべ

 信一 （若萩）
のぶかず

滑北総線のドクターイエロー?
「マルチプルタイタンパ」

葛車両整備を行
うための「検修
庫」の内部


